






































































































































































































































































( 1 ) 表覧f寸
考出?
寛永 10.8- 寛永17. 61 



















1. 4- 延宝 3. 5 
2.4- 延宝 6
守 主
8 I 美濃部三郎左衛門 |
9 川合甚五兵衛 201
10 I 小 池甚左衛門 i 記載な し
11 1設楽喜兵衛 !
12 赤 坂孫七郎 |
13 I 窪 島市郎兵衛 |
14 1山田源左衛門 !
15





3.12- 元禄13. 7 i 


































































慶長17 年秀忠につかえ、元和 9 年家光につかえる。渡辺三九郎重次
(該当者見当らず〉阿部弥兵衛正勝 第二十号
元和 9 年秀忠につかえ、寛永18 年死去する。 63 才。
元和 9 年秀忠、につかえ、御書院番となる。時に16 才。
元和 9 年家光につかえ、のち小十人となり、蔵米






















のち蔵米10 俵。 寛永 9 年の10 俵加増。
元和 1年秀忠に拝謁、9年よりつかえ大番をつとむ。










































































































































































































































































































































































































































































































































































; 氏 名 ; 禄市 在任期間 !補任前役職|転任先
16 柘植普九郎 150 俵 ;元禄 7. 8- 正徳 2. 3 











元禄13. ，._正 徳 4. 4 : 
元禄15. 3- 元禄16. 7 : 








1 1 150 俵河原清兵衛20 
150 俵 |宝永 6. 4- 享保 1. 1
150 俵 : IE 徳 2. 3- 正徳 3. 6 
牢
150t 友 IE1 !TIf 3. 
150 俵 !正徳 4.6- 享保 5.12
記載なし !享保 2.2- 享保 5.12



































































































































































































































































































































































































































































































































































































| 船 種 |船数 | 備 考 i: 船 程 :船 数 l 備 考 |
l l附人船 j J 1 6峨 57 8 見沼 通 船中蹄 32 商 人 船
52 I 武 家船 ! 高 瀬船 57 ! 
31 I 商 船 房 了高瀬船 34 商人 船
" 武家~ ! T~T 735 I ~ T I~~ bJ 丁 茶 船 131 ク
















/.1 64 局自下五11 般7.K 
11 64 高丹
送





11 76 3Jil 11 2 
八 日由
苅僻羅修






11 79 tJ & 回場作284 7廿土似
11 12 高石、ヲ!3 見合，締紛
11 10 24 舟、
j 




159 I 1 
164 : 1 

















~ j~ ， 
"_; ，パ自白宮司鵜
本表は『古事類苑j (器用部 二十五舟土〉により 作成したc 船程別の船数を


















関 東 川 船 年 貢 役 銀 高 一 覧表
年 貢 高 |置証文年| 備
(万延 1 ij三 8 月~文久 1 午~7 月〉
考
作場
小 鵜 飼 船





消 )11 烏川通村々船隊、長銭 1貫50 文
















1 1 1 1 
荒 川 通 船 3 1 3貫 I / 1 1 " 薪炭輸送
小 伝 聞 船 I 19 1 60 貫40 文 [寅年 [極印 銚子辺村々百姓所持鮮魚旅人運送
上利根川漁船 134 I 67 貫 I " 鑑札長銭 50 文
日瓦忌J吊自由-'-- ----- 9-1- - - --- -9. -- -- - 1  - -G ←市街瓦1'1"*示両日 i長五五一 一一
相 模 川 通 紛 船 2 1 貫50 文 1 " 相州上川尻村より須賀村まで通船稼
計 | 船 1鉛 峨 長銭 73 貫鰍 役銀 387 貫5侃匁 8 分 7厘 8 毛
総
計 船 218 般 長銭 8023 貫625 文 役銀 390 貫985 匁 3 分 8 厘 2 毛
(これは当年の新船数及び新船からの取立分を加えたものである。〉
注 本表は国会図書館所蔵〈徳川幕府引継文書) r万延元年申年分川船御年貢役銀御勘定帳j により作成した。
<藍 同 >
~J 0唇E日以監Jぽ宴会j 寵:r.æ杓キj トJ~ ユ~-jt\々は世v軍記-lH-.-J.Lj:!:)'Q。
制1-}.' jll[[富十 E斗黒田恒'0* 田1耐髄H{'忠容室-¥E刑匪*主 I 0 ;ft ffi lIE択さと E
Jミ必笠号〈英会J~回収J キj トJ 区冷tJ4ìf~穂~聾l川将ユ "~I' 毛寝込:t!県~.-J雑記
長や1-}. ~J .-->JみJ';ヰ組~.-J ~~O
